
 

新
会
員
紹
介
（
２
月
〜
４
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

　

船
津
慧
治　

〒
四
一
〇
‐
四
一
二
一

　
　

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
韮
山
山
木
１
３
１　

　
　

電
話　

０
５
５
‐
９
４
９
‐
５
１
１
２

　

本
山
賢
之
（
高
蓮
寺
住
職
） 

〒
七
八
〇
‐
八
〇
七
三

　
　

高
知
県
高
知
市
朝
倉
本
町
２
‐
２
‐
１
６

　
　

電
話　

０
８
８
‐
８
４
４
‐
１
１
９
９

　

生
玉
道
雄
（
青
源
寺
住
職
） 

〒
七
八
九
‐
一
二
〇
一

　
　

高
知
県
高
岡
郡
佐
川
町
甲
１
４
６
０

　
　

電
話　

０
８
８
９
‐
２
２
‐
３
５
４
５

　
　

F
A
X
   

０
８
８
９
‐
２
２
‐
３
５
８
５

　

釣
井
龍
宏
（
定
福
寺
住
職
） 

〒
七
八
九
‐
〇
一
六
七

　
　

高
知
県
長
岡
郡
大
豊
町
粟
生
１
５
８

　
　

電
話　

０
８
８
７
‐
７
４
‐
０
３
０
１

　
　

F
A
X
   

０
８
８
７
‐
７
４
‐
０
３
０
２

　

４
月
27
日
現
在
、
会
員
数
は
174
名
で
す
。

『
蓮
文
化
だ
よ
り
11
号
』
原
稿
募
集

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
十
一
号
を
明
年
一
月
、
発
行
の

予
定
で
す
。
原
稿
締
切
り
は
九
月
末
日
で
す
。
今
か
ら

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
締
切
り
に
遅
れ
た
場
合
は
、

掲
載
出
来
な
い
こ
と
が
有
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。
書
式
は
縦
書
き
で
す
。
随
筆
、
創
作
、
観
蓮
記
、

研
究
な
ど
、
蓮
に
関
す
る
も
の
で
し
た
ら
内
容
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
独
創
的
な
も
の
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

一
人
一
ペ
ー
ジ
を
原
則
と
し
、
文
字
数
は
二
千
字
か

ら
二
千
五
百
字
で
す
。
二
ペ
ー
ジ
に
な
る
方
は
、
五
千

字
を
限
度
と
い
た
し
ま
す
。
写
真
、
図
版
は
多
め
に
添

え
て
戴
き
、
選
択
は
編
集
部
に
一
任
く
だ
さ
い
。
原
稿

と
写
真
は
レ
イ
ア
ウ
ト
せ
ず
に
お
送
り
願
い
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い　

　

二
〇
〇
六
年
の
会
費
未
納
の
方
（
振
替
用
紙
を
同
封
）

は
、
左
記
の
口
座
に
早
め
の
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　

賛
助
会
員　

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　

夫
婦
会
員　
　

八
、〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般
会
員　
　

五
、〇
〇
〇
円

　

蓮
文
化
研
究
会 

０
０
１
７
０
‐
５
‐
６
０
８
７
０
８

　

蓮
通
信
30
号
は
６
月
中
旬
発
行
予
定
で
す
。
蓮
祭
り
、

観
蓮
会
特
集
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
方
、
近
く

の
蓮
園
、
個
人
宅
で
蓮
祭
り
、
観
蓮
会
の
企
画
、
予
定

が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

締
切
り
６
月
10
日
（
土
）

「
蓮
と
パ
ン
ダ
」
の
北
京
五
輪
マ
ス
コ
ッ
ト

「
蓮
と
パ
ン
ダ
」
の
北
京
五
輪
マ
ス
コ
ッ
ト

　

二
年
後
、
北
京
で
第
29
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ

る
。
す
で
に
景
気
の
い
い
話
題
が
先
行
し
て
い
る
。
そ

の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
一
つ
が
、「
霊
感
を
よ
ぶ
」
吉
祥
物
と

さ
れ
る
パ
ン
ダ
で
あ
る
。
そ
の
名
は
晶
晶（
チ
ン
チ
ン
）。

　

パ
ン
ダ
の
冠
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
蓮
の
花
び
ら

で
、宋
代
の
陶
器
「
蓮
花
造
型
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。

吉
祥
パ
ン
ダ
の
ご
利
益
は
ど
こ
の
国
に
？

伊
藤
若
冲
「
動
植
綵
絵
」
の
全
巻
公
開

  

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
（
０
３
‐
５
２
０
８
‐
１
０
６
３

／
東
京
・
皇
居
東
御
苑
内
）
で
は
、
六
年
が
か
り
の
修
復
・

調
査
が
終
了
し
た
、
江
戸
中
期
の
画
家
、
伊
藤
若
冲
の
代

表
作
「
動
植
綵
絵
」
三
十
幅
を
、
五
期
に
わ
た
り
、
六
幅

ず
つ
展
示
す
る
。「
蓮
池
遊
魚
図
」
は
６
月
３
日
〜
７
月
６

日
（
月
と
金
休
館
／
入
場
無
料
）
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
浮
き
葉
が
出
始
め
る
頃
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
た
く
さ
ん
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

す
。
蓮
通
信
29
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

第第
3232
回回
例
会
の
お
知
ら
せ
「
豪
州
の
蓮
」

例
会
の
お
知
ら
せ
「
豪
州
の
蓮
」

　

今
年
４
月
初
旬
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ

ト
リ
ー
準
州
・
ダ
ー
ウ
イ
ン
市
近
郊
、
カ
カ
ド
ゥ
国
立
公

園
等
に
自
生
し
て
い
る
蓮
の
花
を
、
千
島
秀
元
理
事
が

調
査
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
報
告
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
引
き
続
い
て
、
蓮
情
報
交
換
。
多
数
の
参
加

を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
10
日
（
土
）　

17
時
30
分
〜
21
時

場
所　

豊
島
区
立
勤
労
福
祉
会
館  

４
階   

第
３
会
議
室

　
　
　

豊
島
区
西
池
袋
２
‐
37
‐
４

電
話　

０
３
‐
３
９
８
０
‐
３
１
３
１

問
合
せ　

事
務
局
ま
で

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

長
い
間
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
ま
す
。
ま
だ
一
部
の
頁
が

工
事
中
で
す
が
、
今
後
、
随
時
更
新
し
て
参
り
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
希
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
５
月
15
日
よ
り
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
の
予
定
で
す
。

　

新U
RL :　

http
://w

w
w
.lotusjp

.com

　

新E-m
ail :   tokyo@

lotusjp
.com

中
国
に
蓮
根
を
贈
る

　

第
20
回
中
国
荷
花
展
（
第
１
会
場
＝
杭
州
）
の
第

２
会
場
で
あ
る
、
広
東
省
・
東
莞
市
橋
頭
鎮
よ
り
、

日
本
の
蓮
の
花
を
中
国
荷
花
展
の
会
場
で
是
非
展

示
し
た
い
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
以
下
の

十
一
品
種
を
送
り
ま
し
た
。今
夏
は
日
本
の
ま
と
ま
っ

た
品
種
と
、
中
国
全
土
か
ら
集
め
ら
れ
た
蓮
の
花
が
、

咲
き
競
っ
て
く
れ
る
も
の
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

蜀
紅
蓮
、
巨
椋
の
炎
、
知
里
の
曙
、
大
賀
蓮
、
誠
蓮
、
精
華
、

輪
王
蓮
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
蓮
、
桃
白
状
、
行
田
蓮
、
舞
妃
蓮
。

ラッキーベビー「チンチン」蓮池游魚図



　

南
会
長
の
ご
子
息
・
広
さ
ん
が
、
３
月
11
日
〜
22
日
ま
で
、
中
国
・

広
東
省  

広
州
市
三
水
区
に
あ
る
、
蓮
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
三
水
荷

花
世
界
」
で
、
王
其
超
先
生
ご
夫
妻
の
お
世
話
で
中
国
流
の
蓮
の

植
替
え
を
実
習
し
て
き
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
体
験
記
。

　

中
国
蓮
植
替
え
体
験
記

中
国
蓮
植
替
え
体
験
記　
　
　

  　
　
　

  

南　

広

３
月
11
日
（
土
）
曇　

気
温
15
度　

８
日
か
ら
今
日
ま
で
池
上
さ
ん
、

父
と
共
に
行
動
し
て
き
た
が
、
朝
食
後
か
ら
は
一
人
に
な
る
。
自
分

は
殆
ど
中
国
語
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
い
つ
も
辞
書
と
会
話
文
と
メ

モ
帳
は
持
ち
歩
い
た
。
会
話
が
通
じ
な
い
の
で
筆
談
が
主
に
な
る
。

初
め
て
一
人
で
の
昼
食
は
と
て
も
緊
張
し
て
あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
。

池
上
さ
ん
、
父
と
別
れ
て
、
橋
頭
鎮
か
ら
三
水
に
戻
っ
た
の
は
15
時
過

ぎ
だ
っ
た
。
今
日
か
ら
の
宿
泊
部
屋
は
、
王
先
生
ご
夫
妻
の
向
い
の
部

屋
だ
っ
た
。
こ
こ
で
生
活
す
る
の
は
思
っ
た
以
上
に
苦
し
い
と
思
っ
た
。

３
月
12
日 （
日
） 

曇　

気
温
13
度　

昨
晩
は
な
か
な
か
眠
れ
ず
睡
眠
不

足
。
今
日
か
ら
研
修
が
始
ま
る
。
朝
食
は
王
先
生
ご
夫
妻
と
私
を
世
話

し
て
く
れ
る
銭
さ
ん
と
で
頂
く
。
銭
さ
ん
は
27
歳
で
大
学
を
出
て
こ
の

会
社
に
就
職
し
た
と
の
こ
と
。
会
話
は
殆
ど
英
語
で
あ
っ
た
。
ま
ず
案

内
さ
れ
た
の
は
品
種
資
源
圃
。
男
女
20
名
程
の
作
業
員
が
レ
ン
コ
ン
の

植
付
け
準
備
で
、
鉢
に
土
入
れ
や
水
溜
等
を
し
て
い
た
。
土
は
池
塘
土

と
言
っ
て
池
の
底
を
ユ
ン
ボ
で
取
り
上
げ
、
約
一
年
間
天
日
干
し
し
た

も
の
を
使
う
。
手
で
触
っ
た
感
じ
で
は
、
と
て
も
硬
い
塊
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
い
る
。
肥
料
は
最
初
何
も
入
れ
な
い
。
水
は
池
水
を
ホ
ン
プ
で
汲

み
上
げ
て
入
れ
、
ス
コ
ッ
プ
で
５
〜
６
分
掻
き
混
ぜ
る
程
度
だ
っ
た
。

３
月
13
日
（
月
）
雨　

気
温
９
度　

朝
か
ら
雨
で
、
銭
さ
ん
も
忙
し
い

ら
し
く
、
一
人
で
園
内
を
見
学
し
た
。

３
月
14
日
（
火
）
曇　

気
温
10
度　

こ
こ
の
作
業
時
間
は
、
８
時
30
分
〜

11
時
30
分
と
14
時
〜
17
時
30
分
ま
で
で
、
昼
休
み
が
長
い
。
夜
、
社
員
の

結
婚
式
に
、
王
先
生
ご
夫
妻
と
一
緒
に
招
待
し
て
い
た
だ
く
。

３
月
15
日
（
水
）
曇　

気
温
10
度　

今
日
は
レ
ン
コ
ン
の
植
付
け
を
見

学
。
レ
ン
コ
ン
は
全
体
に
鉢
の
底
ま
で
沈
め
ず
中
間
に
植
付
け
る
。

日
本
と
あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
と
思
っ
た
。

３
月
16
日（
木
）  

曇　

気
温
14
度　

午
前
中
は
植
付
け
の
手
伝
い
を
し
た
。

午
後
は
レ
ン
コ
ン
の
植
替
え
を
見
学
。
こ
ち
ら
の
植
替
え
は
、
鉢
を
１
㎡

の
シ
ー
ト
に
ひ
っ
く
り
返
し
２
〜
３
本
レ
ン
コ
ン
を
取
り
出
し
た
ら
、
残

り
は
捨
て
る
。
女
性
４
人
一
組
で
次
か
ら
次
へ
と
ひ
っ
く
り
返
す
。
レ
ン

コ
ン
を
取
り
残
っ
た
土
は
男
性
が
２
輪
車
で
捨
場
に
運
ぶ
。
写
真 

① 

②

３
月
17
日 （
金
） 

曇　

気
温
15
度　

植
付
け
作
業
と
土
混
ぜ
作
業
を
す
る
。

日
本
に
持
ち
帰
る
レ
ン
コ
ン
を
歯
ブ
ラ
シ
で
綺
麗
に
掃
除
を
し
た
。　

３
月
18
日
（
土
）
曇　

気
温
15
度　

園
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
蓮

池
（
百
荷
争
妍
科
普
長
廊
）
が
百
あ
る
。
今
日
は
こ
こ
で
レ
ン
コ

ン
植
替
え
作
業
の
手
伝
い
。
水
中
ポ
ン
プ
で
水
を
吸
い
上
げ
、
泥

を
手
で
か
き
分
け
て
の
慎
重
な
作
業
だ
。
毎
年
全
部
を
植
替
え
す

る
そ
う
だ
。
土
も
水
も
入
れ
替
え
る
。
植
替
え
し
て
一
ヶ
月
以
内

に
鶏
糞
を
蓮
の
成
長
を
見
な
が
ら
与
え
る
そ
う
だ
。
写
真 

③ 

３
月
19
日
（
日
）
曇　

気
温
15
度　

昨
日
と
同
様
作
業
。

３
月
20
日
（
月
）
雨　

気
温
15
度　

今
日
が
研
修
最
終
日
だ
。
あ

い
に
く
の
雨
だ
が
、
昨
日
と
同
様
の
作
業
を
す
る
。

　

王
其
超
・
張
行
言
ご
夫
妻
、
銭
さ
ん
、
阿
妙
さ
ん
、
三
水
荷
花
世

界
の
皆
様
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  「
死
者
の
書
」人
形
ア
ニ
メ
映
画
鑑
賞
記  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

高
清
水
英
子

　

二
月
の
あ
る
雨
の
日
、
蓮
文
化
研
究
会
の
方
々
と
、
岩
波
ホ
ー

ル
で
人
形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
死
者
の
書
」（
折
口
信
夫
原
作
、

川
本
喜
八
郎
監
督
）
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ザ
グ
レ
ブ
国
際
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
祭
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
す
。

　

奈
良
時
代
を
舞
台
に
、
信
心
深
い
「
中
将
姫
」
が
、
蓮
の
糸
で
当

麻
曼
陀
羅
を
織
っ
た
と
い
う
お
話
で
す
。
人
形
劇
は
、
幻
想
的
で
美

し
い
奈
良
時
代
の
世
界
に
、
私
を
引
き
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
の
ど

か
な
奈
良
の
大
路
と
、
嵐
の
中
、
当
麻
寺
に
向
か
う
中
将
姫
。
蓮
池

を
見
る
や
、
伏
し
目
が
ち
の
目―

。

 

中
将
姫
の
立
振
舞
と
奈
良
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
、
と
て
も
人
形
劇

と
は
思
え
な
い
。
感
慨
を
受
け
ま
し
た

　

緑
の
葉
と
い
っ
て
も
蓮
の
葉
は
、
光
の
加
減
に
よ
っ
て
微
妙
に
色

が
変
わ
り
、
独
特
の
色
あ
い
で
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
ま
す
。
ま
し
て

や
、
花
に
い
た
っ
て
は
荘
厳
の
一
言
で
す
。
そ
の
よ
う
な
、
奥
深
い

広
が
り
を
持
っ
た
奈
良
の
世
界
を
、
体
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
死
者
の
書
」
は
、
と
て
も
難
し
い
書
で
す
。
本
文
と
解
説
文
が
、
ほ

ぼ
同
ペ
ー
ジ
あ
る
の
で
す
。
私
に
は
い
ま
だ
に
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん

が
、
人
形
劇
を
見
て
、「
何
も
、
全
部
を
理
解
し
な
く
て
も
、
感
じ
る
だ

け
で
十
分
な
の
だ
」
と
、
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
代
よ
り
、
気
温
が
少
し
高
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
奈
良
時
代
、
蓮
池

は
そ
こ
こ
こ
に
、
た
く
さ
ん
広
が
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

む
し
ろ
、
現
在
の
蓮
池
は
、
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
も
の
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
っ
と
蓮
池
は
、
人
々
の
生
活
の
身
近
に
あ
り
、

心
の
安
ら
ぎ
と
、
食
用
と
い
う
生
活
の
糧
と
し
て
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
、

帰
り
道
に
思
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
、
松
山
バ
レ
エ
団
が
上
演
し
た
「
新
・
当
麻
曼
陀
羅
」
を
思

い
起
こ
し
た
。
バ
レ
エ
で
表
現
さ
れ
た
の
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
迫
力

あ
る
曼
陀
羅
の
世
界
で
す
。
し
か
し
、
幻
想
的
な
人
形
劇
は
、
人
が
演

じ
る
生
々
し
さ
と
違
い
ま
し
た
。「
人
間
く
さ
さ
」
を
そ
ぎ
落
と
し
、
シ

ン
プ
ル
に
表
現
さ
れ
た
中
将
姫
。
書
物
よ
り
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
中
将

姫
の
世
界
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

鑑
賞
後
、南
会
長
が
、二
月
だ
と
い
う
の
に
、「
今
朝
咲
い
た
ん
で
す
よ
」

と
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
温
室
で
咲
い
た
、
蓮
の
花
が
綺
麗
に
写
っ
て

い
て
、
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
肌

身
離
さ
ず
蓮
の
花
を
持
っ
て

い
る
…
。
つ
く
づ
く
、
皆
様

「
蓮
好
き
」
だ
と
思
い
、
同

時
に
、
同
じ
も
の
を
愛
す
る

人
々
と
出
会
え
た
こ
と
を
、

幸
せ
に
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
来
蓮
は
、

そ
の
身
す
べ
て
が
人
々
の
た

め
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
、

心
静
か
に
、
ま
た
温
か
く

な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
「
中
将
姫
は
伝
説
で
は
な

い
、
実
在
し
た
の
だ
」
と
、

日
頃
わ
め
い
て
い
る
私
は
、
ま
た
一
段
と
確
信
を
持
っ
て
、
久
し
ぶ
り

に
満
足
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
今
日
も
尚
、
中
将
姫
が
伝
説
と
し
て
語

り
継
が
れ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
作
り
物
の
説
話
で
は
な
く
、
蓮
の
花

と
共
に
実
（
み
・
じ
つ
）
が
あ
る
か
ら
こ
そ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
死
者
の
書
」
の
人
形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
観
る
ま
え
に
ま
し
て
、
私

の
中
で
、「
中
将
姫
」
は
育
っ
て
い
ま
す
。
写
真  

当
麻
曼
荼
羅
（
貞
享
本
）
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